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安全にご使用いただくために必ずお読みください

・本スタートアップマニュアルは、表紙に記された形式の製品の
正しい取り扱い、点検、調整方法を記したものです。納品され
た時点で必ずお読みになり、十分内容を理解された上で製品を
取り扱いください。

・本スタートアップマニュアルに記載されている事項でも、別提
出書類などがある場合や、弊社及び弊社の代理店などから指示
がある場合は、それに従ってください。

・本スタートアップマニュアルは、必要時にすぐ参照できるよう
にしてください。

・本スタートアップマニュアルに記載された仕様は環境条件、使
用条件によって満足できない場合があります。ご使用前に十分
なご検討、ご確認をお願いします。

・製品、本スタートアップマニュアルにて不明点がございました
ら、スタートアップマニュアルの表紙に記されている弊社営業
窓口までお問い合わせください。

・本スタートアップマニュアルは、超音波式レベル計を据付、配
線、および設定する上で、重要と思われる事項を抜粋して記載
しております。
詳細な説明、注意事項およびトラブルシューティングは、別紙
の取扱説明書(TS02-0016)に記載しておりますので、併せてご参
照願います。
本スタートアップマニュアルに使用されている用語の意味は、
次の通りです。

もし注意を怠ると、死亡か重大災害に結び付
くような切迫した危険状況を示します。危険
もし注意を怠ると、死亡か重大災害に結び付
くような潜在的危険状況を示します。警告
もし注意を怠ると、作業者の災害か機械の損
傷に結び付くかもしれない危険状況を示します。注意

禁止事項を示します。このマークのある説明
文は、必ず守ってください。

指示事項を示します。このマークのある説明
文は、必ず守ってください。



１１１１．．．．仕 様仕 様仕 様仕 様
1.1 形式

ＰＬＵ２□００Ｆ□

２：接ガス部PVDF(標準)
４：接ガス部ETFE

１：計測長６ｍ
２：計測長１２ｍ

1.2 主な仕様
1.2.1 センサ
品 名 ： 超音波式レベル計 Ｐｒｏｂｅ ＬＵ
形 式 ： 上 記
計測対象 ： 液 体
動作特性
1)表 示 ： ４桁ＬＣＤ

レベル値、計測状態などの表示
2)精 度 ： 最大計測長の±０.１５％（アナログ出力）

または６ mm以内
3)分 解 能 ： ３ mm
4)計 測 長 ： PLU2100；6.0 m Max.、PLU2200；12.0 m Max.
5)不 感 帯 ： 0.25 m Min.（超音波放射面より）
6)発振周波数 ： 54 kHz
7)超音波ビーム角 ： 10゜
8)温度センサ ： 内 蔵

電気的特性
1)電 源 ： 17 ～ 30 V DC(2線式)，HART通信
2)アナログ出力 ： 4 ～ 20 mA DC
3)消 費 電 力 ： 1 W(起動時)
4)突 入 電 流 ： 約32 mA DC
5)許容負荷抵抗 ： 550 Ω

（電源24 V DC供給時）

図１－１ 許容負荷抵抗



機械的特性
1)耐 圧 力 ： 大気圧

周囲状況
1)使 用 温 度 ： -40 ～ +85℃
2)周 囲 温 度 ： -40 ～ +80℃

構 造 ： IP67
そ の 他

1)材 質
a)接ガス部 ： PVDF(標準)またはETFE
b)本 体 ： PBT(ポリブチレンテレフタレート)
c)カ バ ー ： PEI(ポリエーテルイミド)
d)Ｏリング ： シリコンゴム

2)電線投入口 ： M20×1.5(２カ所)
電線グランド付(ポリアミド)φ6～φ12(1カ所)

3)接続ケーブル ： ２心シールドケーブル
(オプション) AWG14～22(0.34～2.08 mm )２

（推奨：CVVS，1.25 mm ）２
4)質 量 ： 約2.1 kg
5)取 付 方 法 ： G2（おねじ）

(注記) ハウジング内温度は、80℃以下のこと。
また結露なきこと。

1.2.2 キャリブレータ
電気的特性

1)電 源 ： 3V DC
2)インターフェース ： 赤外線通信 (センサとの通信)

周 囲状況
1)周 囲 温 度 ： -20 ～ + 50 ℃

そ の 他
1)本 体 色 ： アイボリー
2)サ イ ズ ： 67 mm 幅 × 100 mm 高 × 25 mm 厚
3)質 量 ： 150 g

構 造 ： 非防滴構造

1.3 計測対象について
超音波式レベル計は、接ガス部の材質にPVDFを使用(標準品)していま
す。PVDFはETFEに比べ耐食性はやや劣りますが、分子構造が密になっ
ておりガス・ペーパーが透過しにくい構造になっています。



２．形状および名称
超音波式レベル計の形状および名称を図示しますので、設置および配
線時の参考としてください。

図２－１ 形状および寸法

３．据 付
超音波式レベル計は、使用条件に適した取付具を用い、タンクなど
の最適な位置に据付けてください。
据付けの際には、以下の項目の内容を参考にして据付位置の選定を
行ってください。

注意
超音波式レベル計の取付ねじサイズはＧ２です。
既設ソケットのねじサイズがＲ である場合、勘合しないＰ

ことがありますので、ご注意ください。

超音波式レベル計の本体は全てが樹脂製です。取付具に本
体をねじ込んで取り付ける場合に、工具などで強くねじ込
みますと破損する恐れがあります。必ず手締めにてねじ込
んでください。



3.1 据付台数
超音波式レベル計は、同期接続を行うことができません。このため、
同一タンクに他の、超音波式レベル計あるいは発信周波数が超音波
式レベル計と近似する他の超音波式レベル計がある場合には、超音
波パルスの誤受信により指示が不安定になる可能性があります。
超音波式レベル計を据付けるタンクには、他の超音波式レベル計な
どが無いようにしてください。

3.2 据付高さ
超音波式レベル計には、不感帯（センサの超音波放射面付近の計測
不能距離）があります。計測面が不感帯内に入ると正常な計測が行
えなくなります。このため、超音波式レベル計は必ず“上限レベル
＋不感帯”以上の高さの位置に据付けてください。超音波式レベル
計の不感帯は、0.25[m]です。

3.3 台管の位置
タンク上面の形状が円錐あるいはパラボラ状となっている場合、反
射波が集音し指示が突然遠方にとぶことがあります。このため、セ
ンサはタンク上面の中央部など焦点となる位置を避けて取り付けて
ください。また超音波の経路が測定物表面に垂直になるように取り
付けてください。

図３－１ 台管の位置



3.4 据付例
以下に超音波式レベル計の据付例を示します。

図３－２ 据付例

４．配線および結線

4.1 超音波式レベル計への結線

注意
結線した後電源を投入する際、瞬間的に約32 mAの電流を流
しますが、故障ではありません。しばらくするとレベルに見合
った値を示します。

本製品は、起動時に突入電流(約32 mA)を必要とするため、デ
ィストリビュータのように電流制限回路を搭載した電源は使用
できません。

２個のカバービスをゆるめ、端子台に結線してくだ
さい。
ハウジングは回転しますので、結線しやすい方向
にすることが可能です。

図４－１



１．ケーブル先端から約70 mmのところでケーブル被覆を取り除いてく
ださい。電線は電線グランドを通してください。

２．極性を確認し端子台に結線してください。
３．シールを保つために電線グランドをしっかり締め付けてください。
４．カバービスはきつく締めすぎないでください。(推奨トルクは1.1

～1.7 N･mです)

図４－２ 超音波式レベル計結線図

５．操作方法
超音波式レベル計の操作（設定，調整，状態の確認）は、キャリ
ブレータを用いてパラメータを呼び出し、その内容を変更あるいは
確認することにより行います。
超音波式レベル計は、電源を投入すると自動的にランモードとなり、
計測を開始します。
パラメータによる操作は、プログラムモードに切替えた後行います。
(本パッケージ取説では、基本パラメータのみ掲載しています。
全てのパラメータは取扱説明書に記載していますのでご参照くだ
さい。)

5.1 プログラムモードでの操作
5.1.1 プログラムモードでの

表示
プログラムモードでは、
図５－１のような表示と
なります。

図５－１



①パラメータ設定内容 ：表示しているパラメータ(ポイント)No.に対す
る設定内容を表示します。

②パラメータNo. ：設定を行うパラメータNo.を表示します。
③プログラムモード表示：超音波式レベル計がプログラムモードとなっ

ているとき表示します。
④補助表示エリア ：基本パラメータ(パラメータNo.1～No.10)や、

P054のようにインデックスをもつパラメータ
の場合表示します。
パラメータNo.10で0を選択した場合、基本パ
ラメータの補助表示エリア部は表示されませ
ん。

5.1.2 キャリブレータ
キャリブレータによる操作を行う場合、キャリブレータを図５
－３に示す位置に持ち、操作を行ってください。超音波式レベ
ル計を動作させるために、表示部にキャリブレータを向け、各
キーを押すことにより操作してください。
超音波式レベル計とキャリブレータの距離は300 mm以内とし
てください。

図５－２ 図５－３



5.1.3 プログラムモードでのキャリブレータのキー操作
プログラムモードでは、各キーの機能は以下のようになります。

：ポイントNo.、パラメータNo.、パラメータ設定内容の入
力切替を行います。インデックスの付くパラメータでは、
インデックスの切替＊も行います。

～ ：数値キー

：小数点キー

：マイナスキー

：入力内容の消去

：パラメータの入力完了キー

：設定値の単位と％の切替

：パラメータをスクロール

：パラメータをスクロール

：プログラムモード中でも１回のみ、計測を行います。
プログラム中に現在の状態を確認するのに便利です。

：ランモードへ切替えます。

＊パラメータの中には、インデックスという階層が存在するものがあ
ります。例えば、パラメータP054：近似などがインデックスを持っ
ています。インデックスのあるパラメータは、パラメータ設定状態
で を数回押してインデックス表示部をの状態 ___にします。
この状態で必要なインデックスの数だけ入力していきます。

注意
基本パラメータの設定内容を変更した場合、自動的に応用パラ
メータの設定内容が変更される場合があります。
このため、基本パラメータの設定内容を変更した場合には、全
てのパラメータの設定内容を再度確認してください。



5.1.4 パラメータの設定方法
(1) 超音波式レベル計に電源を投入

すると自動的にランモードとな
り、計測を開始します。

(2) , を押すと、ディスプレイ
に が表示され、プログラム
モードに切替わります｡

(3) を押すと、パラメータNo.の
位置にアンダーバーが現れ、
入力待機の状態となります。

(4) パラメータNo.を入力すると、
そのパラメータ内容を表示し、
パラメータ内容の設定が可能
な状態となります。また、
を押し、パラメータNo.をスク
ロールにより呼び出すことがで
きます。

(5) ポイントNo.ごとに入力が必要
なパラメータは、補助表示エリ
アにポイントNo.が現れます｡

(6) を２回押すと、ポイントNo.
の位置にアンダーバーが現れ、
入力待機の状態となります。



(7) ポイントNo.を入力すると、そ
のポイントのパラメータ内容を
表示し、パラメータ内容の設定
が可能な状態となります。

(8) 数値を入力し、パラメータ内容
の設定を行います。 を押すと
％値入力が可能となります。

(9) 誤った入力を行った場合は、
を押すことにより、その内容を
消去することができます。
また、パラメータ内容を初期値
に戻す場合は、パラメータ内容
の入力を行う状態にて を
押します。

(10) パラメータ内容の決定は、
を押すことにより行います。
パラメータ内容が一度点滅し
入力が完了します。

(11) 上記の(3)～(7)の操作を、設
定が必要なパラメータNo.すべ
てに対し行います。

(12) 設定がすべて完了した後、
を押し、ランモードに切替え
ます。
設定作業は、これで完了とな
ります。

(13)すべてのパラメータ内容の設定
を初期値に戻す場合は、
Ｐ９９９を呼び出し、 を押
します。パラメータ内容はすべ
て初期値となります。



5.2 基本パラメータ
計測を開始するのに最低限必要な設定を行うパラメータです。

Ｐ０００→セキュリティ：不注意によるパラメータ変更を防止します。
(初期値：１９５４) すべてのパラメータを入力後、１９５４以

外の数値を入力してください。パラメータ
ロック状態となり、パラメータの内容は確
認できますが変更することができなくなり
ます。再び、パラメータを変更するときは、
１９５４を入力してください。
この１９５４の数字はＰ０６９で任意の数
値に変更することができます。

１９５４ ：パラメータ変更可能
１９５４以外の数値：パラメータロック(変更不可)

Ｐ００１→計測モード：表示および出力する計測値の定義を行います。
(初期値：１)

１ ： レベル(ゼロ点～計測面間の距離を計測)
２ ： 空間 (スパン点～計測面間の距離を計測)
３ ： 距離 (超音波放射面～計測面間の距離を計測)

Ｐ００２→計測対象：計測対象の種類に応じた演算処理を選択します。
(初期値：１)

１ ： 液体あるいは計測面が平面(反射効率の良いもの)
２ ： 計測面が凹凸(反射効率の悪いもの)

Ｐ００３→応答スピード：液面の変動する速度に合わせて設定を行い
(初期値：１) ます。通常、安全を考慮して液面変動率の

２倍以上に相当する数値を選択します。
(ただし、必要以上に速度を速くすること
は、計測が不安定となりますので注意して
ください。)

１ ： ＳＬＯＷ (０．１ｍ／ｍｉｎ)
２ ： ＭＥＤＩＵＭ(１ｍ／ｍｉｎ)
３ ： ＦＡＳＴ (１０ｍ／ｍｉｎ)

Ｐ００５→単位：計測値の単位を設定します。
(初期値：１) １：メートル(ｍ) ４：フィート(ｆｔ)

２：センチ(ｃｍ) ５：インチ(ｉｎ)
３：ミリ(ｍｍ)



Ｐ００６→ゼロ値：最大計測範囲(超音波放射面～ゼロ点間の距離)を
入力します。

(初期値：PLU2100 6.000m , PLU2200 12.000m)
数値入力(Ｐ００５で設定した単位で入力)
入力範囲：PLU2100 0.000～6.000m , PLU2200 0.000～12.000m

Ｐ００７→スパン値：ゼロ点～スパン点間の距離。
Ｐ００６の設定内容により、自動的に最大値に
て設定されます。

(初期値：PLU2100 5.725m , PLU2200 11.725m)
数値入力(Ｐ００５で設定した単位で入力)
入力範囲：PLU2100 0.000～6.000m , PLU2200 0.000～12.000m

注意
P007はP211(20mAの設定点)と連動しています。P007を変更すれ
ばP211も同じ値に変更されます。

基本パラメータについての補足説明
Ｐ００１およびＰ００６，Ｐ００７の設定内容について各パラメータ
の関係は、図５－４のようになります。

図５－４

Ｐ８３７→自動不要エコーキャンセル機能：近距離に存在する障害物
(初期値：０) などから反射エコーを無視するために使用します。

自動不要エコーキャンセル距離(P838)を初めに設定
してP837を使用します。
０：オフ(未使用)
１：'学習した'ＴＶＴカーブの使用
２：'学習'



Ｐ８３８→自動不要エコーキャンセル距離：レベル計から測定物表面
(初期値：1.000) への実際の距離を測定(実測)します。この距離

から0.5 m引いた値を入力します。自動不要エ
コーキャンセル機能(P837)と組み合わせて行い
ます。

入力範囲：０．０００～ ６．０００(ＰＬＵ２１００)
０．０００～１２．０００(ＰＬＵ２２００)

自動不要エコーキャンセル機能設定方法
超音波式レベル計の計測値が上限に振り切れる、あるいは特定のレベ

ルと正しいレベルの間を変動するなどの不具合が発生している場合、タ
ンク内に障害物が存在し、その障害物による不要エコーキャンセル機能
を使用し、範囲内でＴＶＴを上げ、台管もしくはタンク内の障害物によ
って発生する不要エコーのキャンセルを行います。

・タンクを空にするか、または空に近い状態にまで測定物を抜いてく
ださい。

・レベル計から計測面までの距離を測定(実測)します。測定結果４ｍ
であったとします。

・ を押しプログラムモードに切り替えてください。
・P838を選択し、計測面までの距離から０．５ｍ引いた距離を入力し
てください。ここでは計測面までの距離が４ｍであったので、
４－０．５＝３．５(ｍ)入力します。

・P837を選択してください。
・ (学習)を押し を押します。P837の値は2～3秒後自動的に1(学
習したＴＶＴ)に戻ります｡

5.3 ランモードでの操作
5.3.1 概要

適切なパラメータ内容の設定を行った後、ランモードに切替える
と計測を開始します。ランモードでは、計測値はディスプレイの
計測値表示エリアに表示し、電流出力信号を出力します。
また電流出力値・温度などの数値をディスプレイの補助表示エリ
アに表示させ、計測値以外の情報を確認することができます。

5.3.2 ランモードでの表示
ランモードでは、
図５－５のような表示
となります。

図５－５



①計測値表示エリア：電流出力値、温度などの表示を行います。
②計測状態表示 ：計測状態を判断し、正常、異常の表示を行います。

正常計測時 異常計測時
③単位
④バーグラフ ：レベルのゼロ～スパンに連動したバーグラフ表示

を行います。
⑤補助表示エリア ：電流出力値、温度などの表示を行います。

5.3.3 ランモードでのキャリブレータのキー操作
ランモードでは、各キーの機能は以下のようになります。

：現在出力している電流値(ｍＡ)を補助表示エリアに表
示します。

：現在、センサが検出している温度を補助表示エリアに
表示します。

：本キーを押した後、パラメータＮＯ．を数値入力する
と、そのパラメータの内容を補助表示エリアに表示し
ます。

：計測の信頼性レベルを表示します。

：現在、計測している距離を補助表示エリアに表示しま
す。

：プログラムモードに切り替えます。

：表示している計測値を％値に切替えます。


